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　本地区は、愛知県の中央部を貫流する
一級河川矢作川の中下流域を中心とした
安城市外 7市にまたがる5,441ヘクター
ルの水田農業地帯で、水稲を中心に水田
の畑利用による小麦、大豆等の土地利用
型作物のほか、畑での野菜や果樹など多
様な農業経営が展開され、「日本のデン
マーク」と称された先進的農業地域であ
り、自動車産業など商工業が盛んな地域
でもあります。
　本地区の基幹的な農業水利施設は、国
営明治用水土地改良事業（昭和22～32年度）により明治用水頭首工が、また、国営矢作川総合土
地改良事業（昭和45～63年度）等により幹線用水路等が造成され、農業用水はもとより工業用水
や水道用水を併せて安定的な供給が図られてきました。
　しかし、本地区周辺は東海地震防災対策強化地域、東南海・南海地震防災対策推進地域に指定さ
れるなど、大規模地震の発生する確率が極めて高い地域であり、基幹的な農業水利施設が損壊した
場合、農業生産のみならず家屋や重要公共施設等への二次災害が想定され、地域に甚大な被害を及
ぼすおそれがあります。
　このため本事業において、基幹的な農業水利施設の耐震化対策を行い、大規模地震の発生による
災害を未然に防止するとともに、農業用水の安定供給と農業生産の維持及び農業経営の安定を図る
ものです。
　本工事は、地区の大動脈である明治本流のうち約60mの区間について、耐震性を備えた現場打ち
2連ボックスカルバートの構造で更新するものであり、通水を確保しながら施工するための仮設計
画を綿密に立て、令和 5年 4月末時点で主要な工事が完了しました。今後、工事の完成に向けて仮
設の撤去及び復旧工事を進め、無事故・無災害で竣工するように職員一同努めていきます。

矢作川総合第二期農地防災事業
明治本流(上流部)耐震化対策
上郷工区その17建設工事

現場代理人

（写真左） あおみ建設株式会社

現場代理人 田栗　義久
監督職員

（写真右） 矢作川総合第二期農地防災事業所 豊田支所

技術専門官 田中　孝典

監督職員からのエール

　本工事で改修する明治本流は農業用水のほか工業用水も通水しており、非かんがい期で
あっても4.4 ～ 5.0㎥/sの通水を確保する必要があります。仮廻し水路は鋼矢板により既設水
路に隣接して設置しますが、既設水路との接続に当たっては、左右岸の通水切替えを行いな
がら限られた期間内に施工する必要がありました。
　そのような中、田栗現場代理人には他工事との調整も行いつつ、度重なる変更にも柔軟に
対応し期間内に確実に施工していただきました。
　また、近接するトヨタ自動車配送センターや周辺住民の方々とは、コミュニケーションを
図りながら良好な関係を築いていただき、苦情もなく本体工事が完成致しました。原形復旧
や後片付けが残っていますが、引き続き無事
故無災害で完成することを願っています。

（注：令和 5年 5月受稿。本工事は令和 5年 5月に完成しました。）
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　本地区は静岡県浜松市に位置する約
3,300haを受益地とし、水稲や水田の畑利用
（大豆等）のほか、畑での野菜、花き、果樹
等の専作による農業経営が展開されていま
す。かつて不毛の地と言われた三方原の台
地は、前歴事業「国営三方原用水事業」によっ
て安定的な農業用水が供給される農業地帯
となり、全国トップクラスの農業産出額を
誇る浜松市の農業を支えています。
　天竜川（秋葉ダム取水口）を水源とする三
方原用水は、1970（昭和45）年に完成してお
り、50年が過ぎ経年的な劣化が見られ、用
水路の一部は耐震性を有していません。
　三方原用水二期農業水利事業は老朽化した水路の改修と耐震化を目的として実施されており、本
工事は導水幹線水路の耐震対策（トンネル補強工等）及び老朽化対策（空洞充填工、断面修復工等）を
施工しています。
　本導水幹線水路は、農業用水のみならず工業用水及び水道用水も供給している重要なインフラ施
設です。本工事のトンネル内工事は10月 6 日～ 4月25日（非かんがい期間）に限られ、なおかつ 1
号トンネルから 4号トンネルまでの区間は週一回の断水中（火曜日 4：00から12：00）のみ作業可能
という大きな制約を受けています。今後、10月から 2回目のトンネル内作業が始まりますが、創意
工夫し、引き続き気を引き締めながら、無事に工事を竣工させるよう職員一同全力で努めてまいり
ます。

三方原用水二期農業水利事業
導水幹線水路トンネル
耐震補強工事

現場代理人

（写真右） 西松建設株式会社　関東土木支社

三方原出張所長 藤澤　秀樹
監督職員

（写真左） 関東農政局　三方原用水二期農業水利事業所

技術専門官 永野　佳子

監督職員からのエール

　本工事は三方原用水地区に農業用水、工業用水及び水道用水を供給する施設の耐震補強を
主とする工事です。施工対象トンネルは 1号トンネルから 6号トンネルまで延長約16㎞ に
亘っており、施工箇所が点在し工種も異なっていることから、現場管理や工程管理が非常に
重要です。
　トンネル内における作業時間の制約に加え、現場は山間部に位置しトンネル坑口部も急峻
な地形であるため現場へのアプローチも索道による資機材運搬となるなど、市街地での工事
とは違った厳しい制限がかけられています。
　更に進入路が限られ、地域住民の生活道路を工事進入路として通行させていただいている
中、現場代理人の藤澤さんには的確な安全対策や地域とのコミュニケーションにより無事故
で工事を進めていただいており感謝しております。
　10月には非かんがい期を迎え工事が再開されます。引き続き無事故・無災害で工事が完成
するよう期待しています。
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